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1. 本誌は､物性の研究 を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見 を自由

に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあ うことを目的 とし

て､毎月 1回編集 ･刊行 され ます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義 ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な

どです｡

2. 本誌 に投稿 された論文については,原則 として審査は行ない ません｡,但 し､

編集委員会で本誌-の掲載が不適当 と判断 された場合には､改訂 を求めること､

または掲載 をお断 りすることがあ ります.､

3. 本誌の論文 を欧文の論文中で引用 される時には､BusselKenkyu (Kyoto)63
(1994),1.のように引用 して下 さい｡

原稿作成要領

1.原稿は 2部 (オリジナル原稿及びコピー)提 出 して下 さい｡

2.別刷 ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先 を明記の上､お申 し込み下 さい｡

3.ワープロ原稿の場合

ワープロ原稿 を歓迎 しますo原則 として写真製版でその まま印刷 されますの

で､以下の点に注意 して原稿 を作成 して下 さい ｡ (特 に希望 される場合には､

こちらでタイプ し直す ことも可能ですが､経費の節約のため､で きるだけ写

真製版で きる原稿 をお願い します｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡ (印刷 はB5にな ります｡)

2)マージンは､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡

3) 1ページに本文34行､ 1行に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､ タイ トルはセ ンタリング､所属 ･氏名は右寄せに して､

余白を十分にとって下 さい｡

5)図や表は､本文中の該当箇所に貼 り込み､図の下にキャプシ ョンを付け

て下 さい｡

6)体裁については､上記は一応の 目安ですので､多少の違いがあって もか

まいません｡

4.手書 き原稿の場合

1)原稿は400字詰原稿用紙 に丁寧に書いて下 さい｡

2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指

定 して下 さい｡

3)数式､記号 の書 き方 は､Progress,Journalの投 稿規定 に準 じ､立体

([)､イタリック (_)､ゴシック (W)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､

大文字､小文字などを赤で指定 して下 さい｡本誌は立体 を基本 として タ

イプされますので､式に も必ず､イタリック､立体 を指示 して下 さい｡

また､著者校正はあ りませんので､特 に区別 しに くい文字や記号 な ども

赤で指定 して下 さい｡

4)図は写真製版で きる もの (こち らでは トレースはいた しませ ん｡) を図

の説明 と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置 を本文の欄外 に赤で

指定 して下 さい｡



編 集 後 記

滞集後記の執筆は順番制だから､出張のためにその月の編集会議に出席できなくとも

回ってくる｡このことは滞集作業が志なく進んでいる証拠であろうか｡けれど､枕とイン

クによる出版という営みは､電子媒体がどんどん研究にも日常にも浸透して くる今日こ

の頃を思えば､実用的には衰退の途にあるのかもしれない｡TEXやLATEXがDTPツー

ルとして便われだして僅か 10年程で､印刷すること自体の必要性が問われている｡近ご

ろは授業に使うレジュメ程度のものまで教科書として出版社からだされているようだが､

これは時代錯誤の感もある｡

それはともかく､研究室から本も雑誌もノート類も皆消えてしまったらさぞかし違った

風景になるだろう｡ ものを書いて考えるにせよ､紙とペンは便わなくなっているかもしれ

ないし､筆箱には耳掻きだけなんていうことになればもはや筆箱ではない｡そんな時代の

論文は逆引きやクロスリファレンスができたりクリック一つで実験や計算のアニメーショ

ンが見えたりと､ブラウザー次第でもっと双方向的になるのだろうか｡

おおよそこんな程度の想像はもうどこかに書かれているだろう｡ けれどその事が検索一

発で判明するようになる時代には､まだ間がありそうだ｡それまで､紙とインクの物性研

'究を大いにご活用下さい.

(K.S.)
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制 になってい ます｡ したが って､ 3月末 まで

に次年度分の会費 をお支払い下 さい｡

年会費 1stVolume (4月号～9月号) 4,800円

2ndVolumer10月号-3月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお願い します｡当会専用の振替用紙が

あ りますので､下記 までご請求下 さい｡郵便局の用紙で も結構

です｡通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡

郵便振替口座 京都 01010-6-5312

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は volumeの切 れ 目しかで きませ ん｡次の Volume

より送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下 さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されま

すのでご注意下 さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届 を送付 して下 さい｡

4.会費滞納の場合 :

正 当な理 由な く2Volumes以上の会費 を滞納 された場合 は､

送本 を停止することがあ りますので､ご留意下 さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個 人で も公費払いの ときは機関会

員 とみな し､年会費 19,200円 (1Volume9,600円)です｡学

校､研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申 し込み

時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要か を

お知 らせ下 さい｡当会の請求書類で支払いがで きない場合 は､

貴校､貴研究所の請求書類 をご送付下 さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は volumeの切 れ 目しかで きませ ん｡次 の Volume

より送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めにご連絡下 さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行 日より6ケ月以内に当会 までご連絡下 さい｡

物性研究刊行会

〒606-01 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540,753-7051

FAX (075)722-6339
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